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社名 ブティックス株式会社 （東証グロース市場上場 証券コード：9272）

所在地

東京本社
〒108-0073 東京都港区三田1-4-28 三田国際ビル11階

大阪事業所
〒503-0012 大阪市北区芝田1-1-4 阪急ターミナルビル16階

設立 2006年11月

資本金等 5,000万円（2023年12月末現在）

代表 代表取締役社長 新村 祐三

事業内容 介護・福祉・保育分野に特化した  M&A事業、展示会事業、メディア事業
人材採用支援事業

１．当社の自己紹介
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Ｍ＆Ａ実績 1,220件
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１．当社の自己紹介

介護・障害福祉・保育に特化したM&Aを仲介

合併・分割
1％
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１．当社の自己紹介

介護業界における商談型展示会を主要７都市で主催
2023年は、介護の主要メーカーのべ1,047社が出展、31,498名が来場。
介護業界を代表する展示会です。
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２．Ｍ&Aのスキーム及びメリット・デメリット

合併 事業譲渡
資産売却 法人譲渡

M&Aのスキームは下記となるが、主には、法人譲渡・事業譲渡が多いことが実情。

※社会福祉法人は持分がない法人形態のため、法人譲渡の概念はそぐわない。
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２．Ｍ&Aのスキーム及びメリット・デメリット

M&Aのメリット・デメリットは下記の通り。

メリット デメリット 

譲渡する法人
又は代表者

譲渡対価を得ることができる
→譲渡対価の相場は、時価純資産+想定される利益の１～
８年分

①条件が折り合えばデメリットなし
②情報漏洩リスクがある
→実績があり、コンプライアンスが整備されたM&A仲介会社
 を選定する必要がある

従業員
譲受先は、大手事業者であるケースが多
いため、全体的な処遇改善がなされること
が多い

サービスの実績がある法人でなければ、
適切なマネジメントができないケースもあ
る

利用者・入居者
継続してサービスを受けることができる サービスの実績がある法人でなければ、

サービスの悪化につながるケースもある
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３．介護・障害福祉・保育事業のM&Aニーズの背景

Ｍ＆Ａの理由
①競争激化
 ②人材不足

 ③収益性悪化

経営が悪化し
廃業・売却へ

中小・零細事業者

買収で
規模の利益

大手・中堅事業者

事業所の二極化が進んでいる
①競争激化 ：大手事業所との競合による利用者の獲得競争。
②人材不足 ：介護人材不足による、人材の獲得難。
③収益性悪化 ：①②に加え、水光熱費や食材費など経費の増加により収益が悪化。
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３．介護・障害福祉・保育事業のM&Aニーズの背景

①競争激化 …大手事業所との競合による利用者の獲得競争。

27 19 33 54 54 76 108 111 106 111 118 81
143 12271 79

142
200 217

263
320 361

445 395
455

428

495 510

0

100

200

300

400

500

600

700

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023
倒産 休廃業・解散出典：東京商工リサーチ

図１：老人福祉・介護事業の「倒産」及び「休廃業・解散」件数

売上不振 92 81% 80 63%
他社倒産の余波 6 5% 38 30%
赤字累積の既往のシワ寄せ 5 4% 7 5%
運転資金の欠乏 5 4% 0 0%
その他 6 5% 3 2%
合計 114 - 128 -

2023年 2022年

図２：老人福祉・介護事業の倒産理由

出典：東京商工リサーチ

東京商工リサーチによると、売上不振による倒産理由は81％。またその理由として、「大手事業
者との競合や人手不足で利用者の減少」などが要因となっている。介護事業を手掛ける民間の大
規模法人が拡大を続けており、競争が激化していることが見て取れる。

笹島佑太(SASAJIMAYuta)
ノート注釈
笹島佑太(SASAJIMAYuta) : Cancelled
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３．介護・障害福祉・保育事業のM&Aニーズの背景

②人材不足 …介護人材不足による、人材の獲得難。

図３：介護事業者へのアンケートによる、
 介護事業者の従業員の過不足状況
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「従業員が不足している」と回答する事業者が半数を超え、年々増加傾向にある。
さらに、不足している理由として90％の法人が「採用が困難である」と回答しており、その理由
は同業他社との人材獲得競争が原因であると57.9％の法人が答えている。

出典：公益財団法人介護労働安定センター

出典：公益財団法人介護労働安定センター

図４：従業員が不足している理由（複数回答）

図５：採用が困難である原因（複数回答）

出典：公益財団法人介護労働安定センター

「従業員が不足している」と答えた割合
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３．介護・障害福祉・保育事業のM&Aニーズの背景

③収益性悪化 …①②に加え、水光熱費や食材費など経費の増加により収益が悪化。
図６：各介護サービスにおける収支差率 出典：厚生労働省

図６の通り、企業の利益率にあたる収支
差率は全サービス平均で2.4%（2022年）
と、前年度から0.4ポイント悪化している。
また、介護老人福祉施設（特別養護老人
ホーム）の収支差率は2001年の調査開始
以降で初めてマイナスとなった（出典：
シルバー産業新聞）。物価高による水光
熱費や食材費などの高騰が影響したとみ
られる。
実際に、赤枠で囲った入居系施設を中心
として、前年度からの収支差率が悪化し
ていることがわかる。

2021年 2022年
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３．介護・障害福祉・保育事業のM＆Aニーズの背景

社会福祉法人は、
２０２１年から２０２２年に
かけて経費が
０．９％増加しており（①）、
赤字法人が３５．７％ （②）
と、高い割合となっている。

図７：経営分析参考指標 社会福祉法人の概要 出典：独立行政法人福祉医療機構

②

①
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３．介護・障害福祉・保育事業のM&Aニーズの背景

経営不振
17%

会社の存続・成長
11%

人材難
10%

不採算事業切
離し
8%

競争激化
5%

経営者の高齢
化

10%

後継者不在
9%

コロナ疲れ
8%

体調不良
7%

新ビジネス
3%

家族優先
3%

代表者が向いて
ない
3% その他

6%

当社が手掛けたM&Aの譲渡理由

事業に関する理由  約51％
代表者に関する理由 約49％

・事業存続のためにM&Aを選択したケースが合計
51％であり、潜在的なニーズはさらに多いと思われ
る。

・また、事業存続に大きな不安はないものの、代表
者の体調不良や、高齢化に伴い、M&Aを選択した
ケースが合計49％あり、このような潜在的ニーズも
多いと思われる。
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４．介護・障害福祉・保育事業の合併・事業譲渡の実例

当社が手掛けた案件において、M＆Aが困難であった実例を次頁より
ご説明いたします。

サマリー

実例①：都内の複数区にまたがる事業譲渡で、区ごとにルールや様式
が異なり事前相談等の調整に多くの時間を要したケース

実例②：社会福祉法人の事業譲渡で、社会福祉法人の基本財産処
分の処理に多くの時間を要したケース
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実例①：都内の複数区にまたがる事業譲渡で、区ごとにルールや様式が異なり
事前相談等の調整に多くの時間を要したケース

４．介護・障害福祉・保育事業の合併・事業譲渡の実例

譲渡元：株式会社

介護（グループホーム・
通所介護など）

譲渡先：株式会社

介護（介護全般）

その他事業

本ケースは、都内の複数の区にまたがる事業譲渡。
この事例では、区ごとに指定開始日のルールや、指定に必要な書類（様式含む）が異なるため、各区と
の調整が必須の状況であった。また、事前相談も電話やオンラインではなく、対面が求められる状況であっ
た。そのため、区ごとの事前相談等の調整に多くの時間を要し、譲渡実行が遅れた。事業者にとっては手続
の予見可能性が低く、従業員を雇用し、利用者を抱える中で大きなリスクとなっている。

介護を手掛ける株式会社が介護事業を事業譲渡
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４．介護・障害福祉・保育事業の合併・事業譲渡の実例

区Aの実例

事前相談は、約1年前～６ヵ月前となっており、問い合わせ及び来所の予約をし、対面での相談が必須。

実例①：都内の複数区にまたがる事業譲渡で、区ごとにルールや様式が異なり
事前相談等の調整に多くの時間を要したケース
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４．介護・障害福祉・保育事業の合併・事業譲渡の実例

区Bの実例

事前相談は、3ヵ月前となっており、問い合わせ及び来所の予約をし、対面での相談が必須。

実例①：都内の複数区にまたがる事業譲渡で、区ごとにルールや様式が異なり
事前相談等の調整に多くの時間を要したケース
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４．介護・障害福祉・保育事業の合併・事業譲渡の実例

区Cの実例

指定を受けるには、３ヵ月に１回の運営協議会において審査・承認が必要であり、協議会の開催タイミン
グに譲渡実行日を合わせなければならない。自治体によって開催日が未定である事も。

実例①：都内の複数区にまたがる事業譲渡で、区ごとにルールや様式が異なり
事前相談等の調整に多くの時間を要したケース
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実例②：社会福祉法人の事業譲渡で、社会福祉法人の基本財産処分の処理に
多くの時間を要したケース

譲渡元：社会福祉法人

本実例では、介護事業（特養など）が赤字であり、事業譲渡を行いたいニーズがあったが、当初、事業
譲渡を行える認識はなかった。
この特養は、国・県・６市町村から補助金を得て土地建物を取得しており、社会福祉法人の基本財産処
分を行う必要があった。厚生労働省による社会福祉法人の「合併・事業譲渡マニュアル」に従って、県（国
は県を窓口とした）・６市町村と協議をし、処分を行った。
しかしながら、全ての関係者との協議や処分手続きに通常より６ヵ月ほど多くの時間を要した。

４．介護・障害福祉・保育事業の合併・事業譲渡の実例

介護事業（特養など）

保育事業

譲渡先：社会福祉法人

介護（介護全般）

土地建物ごと譲渡

介護・保育を手掛ける社会福祉法人が赤字の介護事業を事業譲渡
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５．介護・障害福祉・保育事業のM&Aの合理化及び見える化に向けたご提案

合理化
●自治体のローカルルールの整備・合理化
→合併・分割・事業譲渡等においては、各自治体ごとに、事前相談や運営協議会による
審査・承認など、多種多様なローカルルールが存在しており、調整が必要である。
また、ほとんどの自治体では対面での事前相談や、対面での指定申請届が必須であり、
日程調整に時間を要する。
このようなローカルルールを整理・合理化することで、事業者・自治体の負担軽減につながる。

見える化
●社会福祉法人の経営者及び自治体に、合併・事業譲渡の実例を公開。
→社会福祉法人の合併・事業譲渡においてはその実務が周知されているとは言えず、
 あるべき事例の公表により、事業者・自治体の正しい認識（リテラシーの向上）に
 つながる。
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